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1. はじめに 

近年有明海では，貧酸素水塊の形成などの環境悪化

が慢性化し，その改善策が求められている．そのため

には総合的な視点から，広域的かつ経時的に環境悪化

の要因を解明する必要がある．貧酸素水塊については，

赤潮や底質悪化，成層化など発生原因も様々な要因が

複雑に関連しており，発生機構を解明するには貧酸素

水塊の時空間分布のパターンを特定することが望まし

い．しかし有明海においては，諫早湾や有明海北西部

といった局所的な海域を中心に，貧酸素水塊の研究は

行われているが 1），広域的に検討した事例は尐ない．  

そこで本研究では，2007 年夏季に有明海で実施され

た九州農政局らによる観測に基づき，貧酸素水塊と関

連の深い潮位と密度成層に着目し，広域的に貧酸素水

塊の空間分布のパターン検討を行なった． 

2. 観測結果 

（1）観測データ諸元 

図-1に示す 24 地点(九州農政局，水産庁，環境省，

西海区水産研究所らによる観測．地点・期間内の欠測

データあり)の水質データ(毎時値)のうち，2007 年 7 月

1 日～9 月 30 日を対象として分析・考察を行った．分

析対象項目として溶存酸素の底層値（海底上 0.2m）,

密度の表層底層値（表層：海面下 0.5m,底層：海底上

0.2m）を採用した.本研究では溶存酸素濃度（以下 DO）

が 3mg/l を下回るものを貧酸素水塊，また表層の密度値

から底層の密度値を差分し，負の値の時を成層化，正

の値の時を混合状態と定義した． 

 (2) 観測データの考察 

図-2に大浦検潮所の潮位及び溶存酸素の経時変化を

示す．7 月 1 日から 8 月 15 日，また 9 月 14 日以降では,

小潮期に DO が低下し大潮期に回復するという既往研

究と一致する傾向が見られる．しかし，8 月中旬から下

図-1 観測地点及び水深図 
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図-2 上：大浦検潮所の潮位の経時変化 下：溶存酸素の経時変化 
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旬では大潮期においても DO の回復が遅れており,潮位

以外の要因が貧酸素化に影響を及ぼすと考えられる．  

3. 分析方法 

DO の基本的な変動は潮位変動に大きく依存してい

るとされる 2）．さらに，密度成層の強弱によって貧酸素

状態を長期化させるため 1）2），貧酸素水塊の空間分布の

パターンも変わることが推察される．このため空間分

布パターンの特定にあたっては，潮位別の貧酸素水塊

の出現頻度から空間分布の基本パターン（A パターン）

の検証を行い，潮位条件に密度成層の強弱の条件を加

えて長期化する場合の空間分布パターン（B パターン）

を求める．密度成層の強弱については，地点ごとに期

間中の密度差の平均値を閾値として，閾値を下回る場

合を強成層，上回る場合を弱成層と定義した．また出

現頻度は以下の様に定義した． 

A パターン（潮位条件のみ）

 

B パターン（潮位及び成層条件）

 

4. 分析結果及び考察 

（1）A パターン（潮位条件のみ） 

潮位条件のみの貧酸素水塊の出現頻度は，図-3(a)よ

り小潮期の湾奥北西部と諫早湾で高く，図-4(a)より大

潮期のほとんどの地点で出現頻度が低下する．しかし，

諌早湾口南部及び海底水道付近の F，H で出現頻度は上

昇しており，小潮期に発生した貧酸素水塊が大潮期に

かけて流動が増加することにより，水深の深い地点へ

移流していると推察する． 

（2）B パターン（潮位及び成層条件） 

 図-3(b)(c)及び図-4(b)(c)から長期化する場合の貧

酸素水塊の出現頻度は，強成層及び弱成層ともに小潮

期の方が全体的に高い．しかし，同じ潮位で比較する

と強成層よりも弱成層の方が出現頻度は高い．これは，

既往研究 2）の小潮期に成層化が進んだ海域で貧酸素状

態が長期化するという知見には見られない傾向である．

原因として，外洋水の底層進入などが推察される． 

5. おわりに 

広域的に検証を行なった結果，潮位条件のみの基本

パターンにおいては，潮位別の貧酸素水塊の出現頻度

は，既往研究と同様の傾向が見られた．しかし，潮位

及び成層条件によって長期化するパターンの出現頻度

は既往研究には見られない傾向を示した．今後は外洋

水の底層進入など他の原因について検討が必要である． 
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貧酸素出現頻度 =
各潮位・各成層化の貧酸素発生時間

各潮位の時間数
× 100（%） 

貧酸素出現頻度 =
各潮位の貧酸素発生時間

各潮位の時間数
× 100（%） 

図-4 貧酸素水塊の出現頻度図（左：(a)大潮期 中央：(b)大潮期の密度成層強の時 右：(c)大潮期の密度成層弱の時） 

図-3 貧酸素水塊の出現頻度図（左：(a)小潮期 中央：(b)小潮期の密度成層強の時 右：(c)小潮期の密度成層弱の時） 
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